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『碧海郡地理歴史』▷
　（明治27年発行）

※�5行目の油ヶ淵成立の説明の補足：
慶長10年（1605）に矢作川河口が
付け替えられ、土砂が堆積し、数十
年後には、米津・鷲塚間に堤防が築
かれたために三河湾の入り江「北浦」
が湖沼となりました。

称名寺の境内
大浜てらまち案内人が、豊臣秀吉
に関する軍船造船のエピソードを
伝えています。

朝鮮出兵に使われた安
あたけぶね

宅船模型
（佐賀県立名護屋城博物館所蔵）

三英傑へきなんの公式
I

インスタグラム

nstagram（@hekinan_
saneiketsu）では、碧南
市と三英傑に関する情報
を随時掲載しています。

　
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
出
兵
は
天
正

二
十
年
（
一
五
九
二
年
）
に
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
年
の
十
月
、
豊
臣
秀
吉
は
関
白

秀
次
に
対
し
、
そ
の
配
下
の
大
名
た
ち
に

造
船
に
あ
た
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
う
け
て
、
当
時
、
岡
崎
城
主
を

務
め
て
い
た
田
中
吉
政
は
、
朝
鮮
出
兵
の

大
船
の
建
造
を
命
じ
、
称
名
寺
の
境
内
で

大
船
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
本
堂

が
鍛
冶
場
と
し
て
活
用
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
大
規
模
な
事
業
だ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
、
称
名
寺
で
朝
鮮
出
兵
の

船
の
造
船
が
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

当
時
の
大
浜
地
区
は
港
町
と
し
て
大
き
く

栄
え
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
丸
と
呼
ば
れ
る
物
資
の
保
管
、
輸
送
や

取
引
の
仲
介
に
あ
た
っ
た
組
織
が
あ
っ
た

の
は
、
日
本
で
も
数
か
所
で
あ
り
、
大
浜

湊
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
す
。
　

　
造
船
に
関
す
る
ほ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

し
て
、
岡
崎
市
に
あ
る
犬け

ん
と
う頭

神
社
に
は
、

岡
崎
城
主
田
中
吉
政
に
よ
っ
て
大
杉
が
切

り
倒
さ
れ
、
大
浜
に
て
船
の
材
料
に
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
り
、
篠
島
で
は
大

浜
で
建
造
さ
れ
た
軍
船
に
篠
島
の
人
々
が

乗
っ
て
、
朝
鮮
ま
で
行
っ
た
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
油
ヶ
淵
は
碧
南
、
安
城
市
に
囲
ま
れ
た
、

面
積
で
は
県
下
第
二
、
海
水
と
淡
水
が
混

ざ
る
県
内
唯
一
の
天
然
湖
沼
で
す
。

　
『
鷲
塚
小
学
校
の
百
年
』
に
、
明
治
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
遠
足
の
思
い
出
と

し
て
、「
東
端
へ
油
が
ふ
ち
を
渡
し
舟
で
わ

た
っ
て
桃
の
花
見
に
い
っ
た
。」
と
い
う

一
文
が
あ
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）

に
西
端
の
領
主
本
多
忠た

だ
な
か栄

は
伏
見
奉
行
に

任
ぜ
ら
れ
る
と
、
村
に
桃
の
苗
木
を
送
り

宅
地
に
植
え
さ
せ
ま
し
た
。
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
畑
に
果
樹
を
植
え
る
こ

と
が
解
禁
さ
れ
、
桃
の
木
は
一
気
に
広
が

り
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
発
行

『
碧
海
郡
地
理
歴
史
』
に
は
、
東
端
・
西

端
両
村
に
は
多
く
の
桃
が
植
栽
さ
れ
、
花

の
季
節
に
な
る
と
見
渡
す
限
り
紅
の
雲
の

よ
う
で
素
晴
ら
し
い
景
色
で
あ
る
と
記
し

て
い
ま
す
。
続
い
て
、「
油
ヶ
淵
を
渡
り
て

新
川
町
に
上
陸
す
」
と
あ
る
の
で
、
船
で

渡
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
『
近こ

ん
ど
う
た
ん
ぺ
い

藤
坦
平
物
語
』
（
碧
南
市
史
料
別

巻
四
）
の
中
で
も
、
明
治
二
十
一
年
（
一

八
八
八
）
の
こ
と
と
し
て
、
鷲
塚
で
開
業

医
を
し
て
い
た
坦
平
が
一
家
で
し
ゃ
も
じ

池
の
船
着
き
場
か
ら
船
に
乗
っ
て
油
ヶ
淵

を
渡
り
、
西
端
の
蓮れ

ん
に
ょ如

さ
ん
に
出
か
け
る

場
面
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
「
西
端
の
蓮
如
さ
ん
」
と
は
、
西

端
の
応お

う
に
ん
じ

仁
寺
で
行
わ
れ
て
い
る
浄
土
真

宗
本
願
寺
第
八
世
蓮
如
（
一
四
一
五
〜

九
九
）
を
し
の
ぶ
法
要
の
こ
と
で
す
。
こ

こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
店
が
出
て
娯
楽
の
場

で
も
あ
り
ま
し
た
。

三英傑三英傑のの
足あと足あとををたどってたどって
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